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口
は
前
月
比
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市民の芸術作品を展示

全
国
で
も
珍
ら
し
い

橋
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
、

三

月
下

旬
、
Ｊ
Ｒ

松
戸
駅
東
西
自

由
通
路
に

設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の

自
山
通
路
は
、
松
戸
駅
の

東
口
と
西

口
を
結
ぶ
た
め
、
昭
和

六

十
一
年
八
月
に
完

成
し

た
二

十

四

時
間
自
山
に
通
行
で

き
る
駅
通

路
で

す
。

し

た
が
っ
て

、
自
由
通
路
を

通

る
人

は
、
一
日

中
い
つ
で
も

ギ
ャ

ラ
ロ
て
Ｉ
に
展
示
さ
れ
て

い

る
作
品

を
鑑
賞
で
き

る
こ

と
に

な

り
ま
す

。

全
長
5
7・
４
じ

の
展
示
ヶ
－

ス

駅
に
こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
設
置
さ
れ
る
の
は
、
全
国
的
に

も
珍
し
く
、
市
民
の
芸
術
文
化
意

識
盂

目
て
る
施
設
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
長

さ
二
八
・
七
び
（
合
計
五
七
・
四

回
）
。
奥
行
九
十
惣
～
一
回
三
十

五
穆
、
高
さ
二
片
八
十
惣
で
す
。

人
の
流
れ
と
鑑
賞
し
や
す
さ
を

考
慮
し
て
、
展
示
ケ
ー
ス
前
面
は

直
角
か
さ
け
た
斜
め
の
ラ
イ
ン
に

よ
る
凹
凸
を
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
さ

石

八
十
碧
の
展
示

部
分
は
厚
さ
八
卵
の
強
化
ガ
ラ
ス

を
は
め
込
み
、
上
下
を
天
然
石
で

化

粧
張
り
し
ま
す
。

内
部
に
は
、
蛍
光
灯
と
可
動
式

ス
ポ

″
ト

ー
ラ
イ
ト
盈

棚
え
、
照

明
で
作
品
が
見
や
す
い
ふ
っ
に
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
は
無
料

だ
れ
で
も
使
え
ま
す

松
戸
駅

市
民

ギ
ャ
ラ

リ
ー
は

、

団
体

・
個
人

、
プ
ロ

ー
ア

マ
を
問

わ

ず
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

絵
画
や
彫

刻
・
書
道
な

ど
、
市

民
の
皆
さ
ん
の

さ
ま
ざ
未

な
文
化

活
動
の

成
果

を
発
表
す
る
場
と
し

て
活
用
し
て
下

さ
い

。

た
だ
し

、
営
業
室

Ｅ一
伝
活
動
、

使
用

者
本
人
の
制

作
に
よ
０

な
い

作
品
の
展
示
は
認

め
石

れ
ま
せ
ん

。

使
用
料
は

無
料
で

、
原
則
と
し

て
、
二
週
間
を

石

位
と
し
て
貸

し
出
し
未

了
。

５
月
に
一
般
貸
し
出
し

展
示
希
望
者
は
申
し
込
み
を

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

完
成
後
に
、
市
の
記
念
事
業
を
行完成がまたれる市民ギャラリ

い
、
五
月
八
日
か
ら
一
般
貨
し
出

し
を
開
殆
し
ま
す
。

申
込
受
付
お
よ
び
使
用
上
の
注

意
な
ど
、
緇
か
い
点
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
、
左
記
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
展
示
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

申
込
受
付
お
よ
び
説
明
会

▽
日

時

＝
・
二

月

二

十

八
日
（
火

）
午

墜

（

時
三

十
分

か
ら

▽
会

場

…

市

役

所

議

会

棟

三

階

特

別

言

竪

景

マ

持

ち

物

…

筆

記

用

具

、

印

鑑

② 詛 臼）

大
喪
の
礼
に
伴
う

市
役
所
と
関
係
機
関
の
休
み

大

喪
の
礼
（
二
月
二

十
四
日

）
に
伴
い

、
市
役
所
の
業
務
は

休
み

と
な
り
ま
す
が
、
次
の

関
係
機

関
は
平
常
通
り
業
務
を

行
い

ま
す
。

常
　
盤
　
平
　
児
　
童
　
館

青
　
　
少
　
　
年
　
　
会
　
　
館

白
井
聖
地
公
園
管
理
事
務
所

市
　
　
　
民
　
　
　
劇
　
　
　
場

常
　

盤
　

平
　

体
　

育
　
館

小
　

金
　

原
　

体
　

育
　
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
運
動
公
園

西
　
　
口
　
　
駐
　
　
車
　
　
場

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ユ

ー

カ

リ

交

通

公

園

市
　
　
　
民
　
　
　
会
　
　
　
館

各
・
老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

東

部

ス

ポ

ー

ツ
ハ

ー

フ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
体
育
施
設

斎

場

・

北

山

市

民

会

館

勤
　
　
　
労
　
　
　
会
　
　
　
館

各
　
市
　
民
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

平
常
業
務
を
行
う
関
係
機
関
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土

ゴ
ミ
収
集
・
し
尿
く
み
と
り
は
休
み
ま
す

救
急
医
療
体
制
は
休
日
体
制
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
八
面
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す

説
明
会
当
日
、
五
月
八
日
～
七

月
一
日
分
の
使
用
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
空
載
炉
あ
る
場

合
は
、
三
月
二
日
（
木
）
か
ら
、

社
会
教
育
課
で
電
話
受
け
付
け
し

ま
す
。
以
降
の
貸
し
出
し
は
、
四
月
に

七
月
～
九
月
分
、
七
月
に
十

月
～

十
二
丹
分
、
十
月
に

一
月
上

二
月

分
、
一
月
に

四
月
上
（
丹
分
の

申

し

込
み
か
受

け
付
け

ま
す
。

▽
詳
細
・
＝
社
会
教
育
課

成
人

教
育

係

絵画や彫刻・書道など

松戸駅
市民

ギャラリー

市
で
は
、Ｊ
Ｒ
松
戸
駅
の
東
西
自
由
通
路
に
、
絵
画

や
彫
刻
・
書
道
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
作
品
を

展
示
す
る
松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
三
月
下
旬
に

完
成

さ
せ
る
予
定
で
す
。

プ
ロ

ー
ア
マ

を
問
わ
ず
、
だ
れ
で
も
無
料
で
利
用

で
き
る
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
買
い
物
客
や
数
多
い

通
勤
・
通
学
の
人
た
ち
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

東
西
自
由
通
路
に
３
月
下
旬
オ
ー
プ
ン



第 ７００ §

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
到
来

粗
大
ゴ
ミ
の
電
話
予
約
は
お
早
め
に

電話による申し込みで粗大ゴミを処理します

毎
年
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
転
勤
な
ど
引

っ
越
し
が
多
く
、
粗
大
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
は
粗
大
ゴ
ミ
を
「
明
日
、

引
っ

越
す
か
ら
、
す
ぐ
処
理
を
」
と
言
わ
れ
て
も
、

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
粗
大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
電
話
に
よ

る
申

し
込
み
に
よ
り
処
理
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
前
も
っ
て
、
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
を
電

話
予
約
し
て
下
さ
い
。

毎
年
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
は
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
の

多
い
時
期
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

粗
大
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま

す
。粗
大
ゴ
ミ
は
、
電
話
申
し
込
み

制
に
よ
る
戸
別
の
収
集
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
連
絡
が
遅
れ
る
と
、

昭

和

六

十

三

年

分

の

所

得

税

確

定

申

告

は

、二

月

十

六
日
（
木

）

上

戸

十

五

日
（

水

）
ま
で

受

け

付

け

を

し

ま

す

。

三

月

に

入

る

と

税

務

署

は

大

変

混

雑

し

ま

す

の

で

、

申

告

は

早

め

に

し

ま

し

よ

う

。

も
れ
な
く
正
し
い
申
告
を

所
得
税
は
、
納
税
す
る
人
が

所
得
と
税
額
を
計
算
す
る
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤

っ
た
申
告
か
す
る
と
不
足
の
税

金
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延

滞
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

確

定

申

告

の

必

要

な

人

①
事
業
・
不
動

産
収
入

、
土

地

や
建
物
を
売
っ
た
人
で
、
年

間
金
額
が
所
得
控
除
額
よ
り

多
い
人

②
給
与
収
入
金
額
が
千
五
百
万

円
を
超
え
る
人

③
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の

所
得
が
ニ
ナ

畠

寤
超

灸

久

④
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

す
ぐ
に
処
理
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

早
め
に
電
話
で
申
し
込
み
を
し

て
下
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
の
出
し
方

け
て
い
る
人

〔
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
〕

銀
行
預
金
口
座
か
ら
振
り
替

え
砌
れ
ま
す
か
ら
、
ウ
″
カ
リ

滞
納
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

マ
詳
細
…
松
戸
税
務
署
き
卵
匚

1
1
7
1
番

市

・
県

民

税

の
申

告

も

三
月
十
五
日
（
水
）
ま
で
に

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
三

月
に

入
り
ま
す
と
大
変
混
雑
し

ま
す
。
な
る

べ
く
早
め
に
申

告

を
お
願
い
し

ま
す
。

マ

受
付
日

時
：
三
月
十
五
日
（
水
）

ま
で

の
日

曜
日
胼
除

く
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時

子

曜
日

は
午
後
零
時
三

十
分
圭
で

）

マ
受
付

場
所
・
＝
市
役
所
本
館
二

階
大
会
議
室
圭

た
は
各
支
所

窓
口

※
常
盤
平
支
所
に
つ
い
て
は
、

三

月
一
日
（
水

）
か
ら
常
盤
平

市
民
セ
ン
タ
ー
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

※
郵
送
に

よ
る
申
告
も
取
り
扱

っ
て
い

ま
す
。

※
申
告
期
間
中
は
駐
車
場
が
大

変
混

雑
し

ま
す
の
で
、
車
で

の

来
庁
は
ご

證

下
さ
い
。

マ

詳
細
…

市
民
税
課

∵

二

係

清
掃
第
一
課
へ
電
話
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

収
集
日
は
、
申
し
込
み
時
に
指

定
し
ま
す
の
で
、
当
日
の
午
前
八

時
三
十
分
ま
で
に
「
粗
大
ゴ
ミ
○

○
」
と
名
前
を
書
い
て
、
玄
関
先

に
出
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

3四日(日)千葉県知事選挙

・保険料・各種税手数料

千葉の未来を決めるのは今､そしてあなた

一
回
の
申
し
込
み
で
収
集
で
き

る
の
は
原
則
と
し
て
五
点
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
通
常
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
出
し
て

も
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
下
さ
い
。

粗

大

ゴ

ミ

の

種

類

家
具
類
・
・
未

製
の
机

・
イ
ス
、

夕

今
月
の
納
期
は

４

国
民
健
康
保
険
料
・
＝
第
九
期
分

４

国
民
年
金
保
険
料
二

万

分

４

事
業
所
税
・・
斗

二
月
決
算
の
法
人
と

十
二
月
中
に

事
業
所
用

家
屋
を
新
・

増
築
し
た

建
築
主
は
二

月
が
申
告
納

付
月
で

す

納

め

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

４

市
・
県
民
税

４

固
定
資
産
税

・
都
市

計
画

税

４

軽
自
動
車
税

早
め
に
納
付

（
納
入
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

口座振替のご 利用を

投

票

日

時

三

月

十

九

日
（
日

）

午

前

七

時

～

午

後

六

時

投

票

所

市
内
九

十
五
ヵ

所
。
指
定
さ
れ

た
投
票
所
で

、
投
票
し
て

下
さ
い

不

在

者

投

票

マ
投
票
期
間

上

戸

二

十

七

日

言

了

三
月
十
八
日

玉

）

▽
投
票
時
間
・
＝
午

前
八

時
三

十
分

～
午
後
五
時

（
土

・
日

曜
日

も

行
い
ま
す
）

ン
ス
、
鏡
台
、

ベ
ッ
ド
、
じ

ゅ
う

た
ん

、
カ
ー
ペ

ッ
ト
な

ど

建
具
類
…

ド
ア

、
ふ

す
ま
な
ど

そ
の
他
・・
・
お
お
打
お
二

片
角
以
上

の

も
の

※

粗
大
ゴ
ミ
は
、
木
製
品
が
主

体

で

す
。
洗
た
く
機
、
テ
レ

ビ
、

ス
テ
レ

オ
、
冷
蔵
庫
、
ス
チ

ー

ル

製
の

机
・
イ
ス
、
自
転
車
な

と

は
資
源

ゴ
ミ
で

す
。

計
画
的
な
正
し

い
処
理
を

▽
投
票
場
所
・
・・
市

役
所
本
館
二

階

大
会
議
室

（
支
所
で
は
行
い

毫

甘
ん

）

郵

便

投

票

‘

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者

手

帳
の
交

付
を
受
け
、
身
体
に
重

度
の

障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便
に

よ

る
不

在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

こ
の
場
合

、
郵
便
投
票
証
明
書

が
必
要
で
す

。

マ
詳
細
＝
雨

選
挙

管
理
委

員
会

粗
大
ゴ
ミ
で
困
ら
な
い
た
め
に

も
、
家
具
な
ど
の
買
い
替
え
を
す

る
場
合
は
、
な
る
べ
く
販
売
店
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
ま
と
め
て
処
理
し
た
い

場
合
は
、
直
接
清
掃
工
場
に
搬
入

す
る
か
処
理
業
者
に
依
頼
す
る
か

に
な
り
ま
す
。

※
山
林
、
空
き
地
な
ど
に
資
源
ゴ

ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
す

る
と
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

す
。

▽
詳
細
…
清
掃
第
一
課
業
務
係

日
常
生
活
の
道
し
る
べ
に

気
軽
に
市
民
相
談
室
の
ご
利
用
を

市
民
が
快
適
な
生
活
を
お
く
れ

る
よ
う
、
市
役
所
内
の
市
民
相
談

室
で
は
、
各
種
相
談
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
政
に
対
す
る
要
望
・
ご
意
見

・
日
常
生
活
で
の
悩
み
事
な
ど
、

市
職
員
・
専
門
の
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

▽
費
用
＝・
無
料

▽
詳
細
・
二
市
民
相
談
室

相談種目 相 談 時 問 会　場 相 談 頁 相　　　談　　　内　　　容

一般相談 平日

午前８時3吩～
午後５時

二t曜日
午前８時3吩～
午後O時3吩

7 ぼ
(。４)

蕀　　 蒭

日常生活上の悩みごと､身の上､隣近所との付き合

い､家庭の問題など

市政相談
市に対する要望、苦情、意見など市行政に鬨するも

の( 市役所の何課の業務かねからない人)

交　　通
事故相談

市 嘱 託

専門相談員

交通事故にともなう加害者、被客者のﾄﾗ ﾌﾞﾙ や示

談・損害賠償・慰謝料･ 責任保険など

行政相談
毎月第2・4月曜日

午後1時～3時

相談ｺｰﾅｰ

(望;)

行政相談委頁
田・県・公社などの仕事についての苦情や意見など

法律相談
辯 毎週火・木曜日

毎月第2・4月曜日

午後1時～5時

弁　護　ｔ

土地・家屋の貫貸借・売賈・金銭負借･夫婦･親子・

相続・横言賠償･ 相壙関係などの相談で、特に法律

的な解釈方法を必要とする兜4）

住宅相談
毎週水曜日

午前10時～午後４時

宅 地建物
取引主任者

不動産売賈、借地･ 借家、ワンルームマンション・

共同住宅の問題、業者との紛争など

税務相談
毎月第2金曜日
午後1時～5時

税 理 士
所得税、相続税、贈5 税などの申告や納税に関する

もの

登記相談
毎月第３金曜日
午後1時～4時3吩

土地家歴詞査士

司 法 書 士

各種登記の手続き方法や必要言類の凖蹣・登記の法

的効果など

発明相談
毎月簗2水屋日
午後1時～4時

弁　理　士
特許の出願手続きや発明の守り方など発腮こ関する

もの

国保松戸市立病院

看護婦．パート看護助手募集

E〉職 種 … ① 看 護 婦 ・ 准 看 護 婦 ②

看 護 助 手

【〉対 象 … ①35 歳 ま で ②40 歳 ま で

※ 市 内 医 療 機 関 勤 務 者 は ご 遠 慮

下 さ い 。

E〉詳 細 … 松 戸 市 立 病 院 庶 務 課 人

事 係063  ―2171 内 線2513 番

中 津 、 上 矢 切 外 畑 ～ 小 山 、 古

ヶ 崎 ～ 七 右 衛 門 新 田

【〉 詳 細 … 建 設 省 江 戸 川 工 事 事 務

＾ 所 松 戸 出 張 所 容43-3722 番

安全・確実な

巡回経営・融資相談

レ日時…３月１日(水)午前10時

30分～午後３時30分

【〉会場…矢切支所

E〉内容…経営および融資全般

E＞相談者‥坤 小企業経営コンサ

ルタント・商工課融資係

E〉費用…無料

【〉詳細…商工課振興係

江戸川 提防で除 草剤散布

【〉期間…３月１日(水) ～5 日( 日)

E〉場所…下矢切ノ｣ヽ野 良～下矢切

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

平
成
元
年
度
固

定
資
産
課
税
台

帳
の

縦
覧
を
関
係

者
に

行
い

ま
す
。

こ
の
期
間
に
、
評

価
額
な
ど
を

確
か
め
て
く
だ
さ
い

。

マ
期
間
上

月

一
日
（
水
了

二

十

貝

月

）
〔
日

曜
日
は

除
く

〕

▽
時
間
…
午
前
八

時
三

十
分
～

午

後
五
時
（
土

曜
日
は

午
後
零
時

三

十
分
ま
で
）

マ

場
所
…
資
産
税
課

吊

役
所

新

館

二

階

）

マ

審

査

の
申

し

出
・
＝
地

目

の

弯

艮
、

分

合

筆

、

家

屋

の

新

・

増

築

な

ど

新

た

に

課

税

さ

れ

る

物

件

に

つ

い

て

、

評

価

額

な

ど
に

不

服

が

あ

る

場

合

は

、

三

月

三

十

日

采

）
ま

で

に

、
固

定

資

産
評

価

審
査

委

員

会

に

審

査

の

申

し

出

を
ず

る

こ

と

が
で

き

ま

す

。

マ

詳

細

…

資

産

税

課

課

税

係

お済みですか
確定申告
3月15日まで受け付け

平成
元年度

、
千
葉
を
考
え
る

日

曜
日



E〉詳 細…社会福祉協議会登68 －

0503 番

平成元年２月２０日
広報まつど

市長の窓

ノミやダニをノックアウト

6月27日まで床下剤散布

今
月
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で

の
閾
、
床
下
薬
剤
散
布
を
行

っ
て

い
ま
す
（
日
程
は
順
次
広

報
ま
つ

ど
に
掲
載
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が

各
家

庭
を

ま
わ
り
、
床
下
や
畳
に
発
生
し
や

す
い
ノ
ミ

ー
ダ
ニ
な
ど
を
防
除
す

る
薬
剤
を
床
下
通
風
囗
か
ら
散

布

松
戸

市
に
は
現

在
、
一
消
防

局
八
消
防

署
が
あ
り

、
消
防
職

員
は
四
百
二
十
二

名
、
梯
子
付

消
防

車
五
台
、
救

助
工

作
車
と

化

学
消
防

車
各
二
台

、
消
防
ポ

ン

プ
車
二
十
三
台
そ
の

他
を
含

め
総
数
七

十
台
を
超
え

る
消
防

車
両
が
あ
り
ま
す

。

別
に
、
八
方
面
隊
三

十
五

個

分
団

か
ら
成
る
団
員
六
百

十
名

の

消

防

団

、
二

百

二

十
の

自

主
陌

火
組
織
の
外
、
企
業
の
自

衛
消
防
隊
、
婦
人
防
火

ク
ラ

ブ

及

び
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
あ
り

ま
す
。

今
年
、
四
月
か
ら
始
ま

る
第

四
次
総
合
五
か
年
計
廁
で

矚

新

た

に

大

金

平
及

び

八

ヶ
崎

地

区
に
消
防
署
を
新
設
す

る
こ

と

に
し
て

お
り
、
消

防
職
員
、
消
防

車
両
な
片
機

材
の
更
な
る
充
実

し
圭
ｙ
。

小
鳥
や
金

魚
な

ど
の

動
物
を
家

の
中
で
飼

っ
て
い

る
人

は
、
念
の

た
め
外
に
出
し
て

お
い
て
下

さ
い

。

※
雨
で
中
止
に
な

っ
た
場
合
は

、

全
日
程
終
了
後
に

実
施
し

ま
す
。

マ
詳
細
＝
生

活

環
境

課
環
境
衛
生

係

ノミやダニは健康の大敵です

を
図
り
つ
つ
、
一
度
火
災
が

発
生
す
れ
ば
、
い
つ
い
か
な
る

火
災
現
場
へ
も
、
八
分
以
内
に

到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

本
市
の
人
口
は
、
現
在
約
四

十
五
万
人
、
他
の
類
似
都
市
と

比
べ
て
最
も
常
備
消
防
体
制
の

整
備
さ
れ
た
都
市
と
な
る
筈
で

す
。反
面
市
内
に
は
、
次
々
と
高

層
住
宅
が
建
ち
つ
つ
あ
り
、

完成間近な消防訓練センター

)は午後に実施
（日 程 表

期　日 散布町会・自治会

３／１(水) 南花島、稔台第５

２困 栄町西、栄町坂川

，３固 古ヶ崎新田

４(土) 古ヶ崎新田

６(月) 古ヶ蹈本田第１・第２

７(火) 古ヶ眄本田第３、栄町４丁目

８伽 栄町３丁目・５丁目・６丁目

９体）栄町フ丁目・８丁目

1腟 栄町1 丁目・２丁目

11に口 中根

13(月) 新作第1 ・第２・第３

14(火) 北松戸、上本郷松郷

15(水) 上本郷第１

16(木) 上本郷第２

IZ愬 上本郷第３

18出 馬橋みどり

20(月) 中和倉第1 ・第２・第３

22冰）馬橋中宿、馬橋前田、馬橋西

23困 馬橋下宿、馬橋北、馬橋坂、（馬橋上宿）

24瀏 馬橋寿第１・第２・第３

25山 新松戸南

2Z(月) 馬橋住吉、虹の街

28(火) 馬橋中央、三村新町

29冰）ゆうかり、南新松戸

30困 小金下谷､旭町､主水新田､七右衛門新田

31白 新松戸４丁目・６丁目・フ丁目

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

寝
た
き
り
状
態
の
人
に

税
制
改
正
に

伴
い

、
今
回
の
確

定
申

告
の
時
か
ら

、
お
む
つ

の
費

用
の
控
除
が
受
け
卵

れ
る
よ

う
に

な
り
ま
し
た
。

マ
対
象
・
：
医
師
の
診
療

時
に

次
の

条
件
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人

①
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
六

力

住
宅
密
集
地
域
も
存
在
し
、
危

険
物
を
取
り
扱
う
施
設
も
数
多

く
あ
っ
て

、
火
災
も
年
々
複
雑
、

多
様
化
し
て
い

る
の
が
現
状
で

す

。従
っ
て

、
消
防
体
制
の
整
備

月
以
上
に
わ
た
り

寝
た
き
り
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
②

当
該
傷
病
に
つ
い
て

医
師
に
よ

る
治
療
金

鴬

］し
て

行
う
必
要

が
あ
り
、
お
む
つ

の
使
用
が
必

要

と
認
め
ら
れ
る
人

マ
必
要
書
類
…
お
む
つ
代
の
領
収

火
や

救
助
の
技
術
を
み
が
き
、

「
市
民
の
安
全
を

守
る
た
め
」
消

防
訓
練
セ
ン
タ
１
会

護

す

る

こ

と
に
し

ま
し
た
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六

古

年
か

ら
用
地
の
確
保
と
土

書
と
所
定
の
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
に
よ
る
医
師
の
証
明
書

※
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
の
用

紙
は
、
松
戸
税
務
署
・
市
民
税

課
・
老
人
保
健
課
・
な
が
い
き

課
に
あ
り
ま
す
。

※
控
除
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
松
戸
税
務
署
（
昔
6
3－

１

１
７
１
番
）
ま
た
は
市
民
税
課

ヘ
マ
詳
細
…
な
が
い
き
課

建

設

費
は

約

五
億

円

で

す

。

敷
地
は
一
部
市
有
地
を
活
用

し

て
い
ま

す
が
、
大

半
の

約
一
万

平
方

劼
は

地
主
さ
ん
の
御
好
意

で

借
り
ら
れ
ま
し
た

。
地
価

高

騰
の

折
、
有
り
難
い
こ
と
で
す
。

改
元
に
伴
う
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
の
取
り
扱

い

年
度
の
当
初
に
お
送
り
し
ま
し

た
お
手
元
の
国
民
年
金
の
納
付
書

に
つ
い
て
は
、
「
平
成
」
と
改
元

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
は
、
支
障
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
の
納
付
書

屬

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
納
付
し
て

下
さ
い
。

を
対
象
と
す

る
防
火

指
導
の

た

め
の
部
屋
な
ど
か
痔

つ

管
理
棟

、

地
下

室
や

ビ
ル

火
災
と
同
じ
よ

う

な
状
態
を
つ

く
っ
て

、
消
火

や
人

命
救

助
訓

練
を
行
う
耐
熱

耐
煙
訓
練

棟
及

び
屋

外
訓
練
場

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
完
成

と
併
行
し
て

、
消
防
職
団
員
の

訓
練
度
を
更
に
高
め
、
優
れ
た

消
防
体
制
を
よ
り
一
層
有
効
的

に
発
揮
す

る
よ

つ
な
対
策
も
講

じ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う

な
こ

と
か

ら
、
消

地

造
成
に
入

り
、
六
十
二
・
六

十
三

年
度
の
継
続
事
業
で

施
設

の

建
設
を

行
っ
て
い

ま
す
。

場
所
は

、
松
戸
東
警
察
署
に

隣
接
す

る
幹
線
道
路
沿
い
の

約

一
万
二
千
平
方

な
の

敷
地
で
、

宮
間
満
寿
雄

訓

練
セ
ン
タ
ー
は
、
避
難
救

助
訓
練

、
ロ
ー
プ
な
ど
に
よ
る

登
は

ん
訓

練
、
高
所
放
水
訓
練

な
ど
高
度
な
訓

練
の
で
き
る
十

階
建
て
の
訓

練
塔
、
訓
練
の
安

全
を

監
視
す

る
監
視
室
、
市
民

な
淤
か

ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
ラ

な
施
設
は
、
ま
だ

県
下

ど
こ
の
市
に

も
あ
り
ま
せ

ん
し

、
全
国
的
に

も
数
少
な
い
、

珍
し
い

訓
練
施
設
で

す
。

十
二
月
の

議
会
で

、
こ
の
施

所

得

控

除

受

け

ら

れ

ま
す

保
険
料
は
税
の
所
得
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
を

す
る
時
に
は
、
領
収
書
碧

ｔ
れ
ず

に
お
持
ち
下
さ
い
。

マ
詳
細
・・
由

民
年
金
課

設
が
完
成
後
、
他
市

か
ら
要
請

が
あ

っ
た
場
合
は

、
市
は
貸
与

す
る
の
か
と
・シ

か
と
の

質
問
が

あ
っ
た
程
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
市
民
の

生
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に

役
立
て
よ

う
と
つ

く

っ
た
施
設
で
す
か

ら
、

他
市
へ

の
貸
与
は
、
勿
論

想
定

し
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
災

害
が

発
生
し

た
場
合
は
、
都
市
間
で

相
互
応

援
の
協
定
も
あ

る
こ
と

で
す
か

ら
、
松
戸
市
で
の
訓
練

に
支

障
の

な
い
限
り
要
請
に
応

え
て
よ
い
の

か
と
目
下
考
慮
中

で
す
。

こ
の
訓
練

セ
ン
タ
ー
は
、
三

月
中
に
完
成
の

予
定
で

す
。

と
も
あ
れ
、

他
市
に

胯
れ
る

施
設
が
、
ま
た
一
つ
我
が
松
戸

に
誕

生
す
る
こ
と
を
共
に
喜

び

た
い

と
存
に
ま

す
。

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２月

３月

４

第
十
五

回
松

戸
市
書
道
展
・
＝
二
月
二
十

一
日
上

二
月
五
日

※
開
館

時
間
は

月
曜
・
祝
日

か
譟

く
毎
日
午
前
十
時
～

午
燃
（

時

初
日
お
よ

び
最
終
日
に

総

蚤

も
あ
り
ま
す
。

（
文
化

ホ
ー
ル

容
6
7卜
ｙ

８
１
０

番
）

映
画
と
人
形
劇
の
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料

・
三
～

九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
杓
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
四
6
3－

９
９
９
９
番

三
日
二
日

三
月

一
日

期
　
日

小
金
北
市
民

セ
ン

タ
ー

稔

台
市

民
セ

ン

タ

ー

図
　

書
　
館
　

本
　
館

会
　
　
　

場

午
後
三

時
Ｓ
四

時

午
後
三

時
上

二
時
三
十
分

時
　
　
　

間

※
定
員
に
な

っ
た
場
合
は
、
入

場
を
お
断
り
し
ま
す
。

マ
詳
細

…
市
立
図
書
館

四
6
5－
5
1
1
5

番

発
発
発

句
啻
９

営

彡

菷

発
発

嘱

託

職

員

募

集

マ

職
種
＝
・
お
は

な
し

と
人
形

劇
の

公
演
、
人
形

製
作

マ
勤

務
時
間

上

程

泥

了

金
曜
日
、

午
前
九

時
～

午
後
五
時

マ
時
給
・
＝
五
百
五
十
円

（
交

通
費

支
給
）

マ
対
象
＝
十

八
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で

の
女
性

▽
定
員
Ｅ

若
干

名

マ
面
接
二

二
月

十
一
日

千

羊

前

心配ごと相談

十
時
か

ら

マ
申
込
み
二

二
月
九
日

采

）
ま
で

に
、「
お
は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
を

や
り
た
い
理

由
」
を
作
文

（
四

百

字

詰
原

稿

用

紙
二

枚

）
に

し
、
履
歴
書

（
写
真
貼

付
）
と
と

ち
に

、
〒
二
七

〇

松
戸
市
新
松

戸
南
一
〒

二
（
財

）
松
戸
市
お
は

な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン
ヘ

マ

詳
細
…
（
財
）
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン
｛
一一
4
4
1
3
0
3
7

番
（
火
～
金
曜
旦

期日 会　　　袒 時　　　囘

3/1氓
常　盤　平　支　所

午前10時

～午後３眄

新松戸雨民センター

２(木)小金原市民センター

３愬 市役所市民相談コーナー

４山 小金丙民センター 午前10畤～午後〇眄30分

６回）馬　 僑　 支　 所

午前10肭

～午後３時

フ(火)六　 実　 支　 所

1腟

市役所市民相談コーナー17瀏

24瀏

ご利用下さい

松戸パートバンク

パートタイムの求人・求職を

あっせんする｢ 松戸パートバン

ク｣ は、国の機関です。

コンピューターを導入し、幅

広い就職情報を提供する松戸パ

ートバンクをご利用下さい。

E〉場所…ＪＲ松戸駅西口松戸ビ

ルヂング９階

【〉テレフォンサービス( 求人情

報)･･･063-8101 番

1〉詳細…松戸パートバンクS67

－880C)番

母

子

家

庭

児

童

に

入

学

・
就

職

祝

金

を

支

給

申
し
込
み
は
三
月
六
日
（
月
）
ま
で

母
子
家
庭
で
、
四
月
に
小

・

中
学
校
、
高
校

（
各
種

学
校
な

ど

泓

谷

）
に
入

学
す

る
児

童

と
中
学
校
か
卒
業
し
、

就
職
す

る
児
童
に
入
学

・
就
職

祝
金
を

支
給
に
屋
子

。

▽
対
象
・
：
夫
と
死
別
ま

た
は

離

別
し
、
現
在
婚
姻
し
て
い

な

い
人
で

、
児
童

（
十

八
歳
未

満
）
を
扶
養
し
て
い

る
か

、

こ
れ
に
凖
ず
る
人

マ
支
給
額
こ
走

童

一
人
に
つ
き

七
千
円

マ
申
込
み
…
三
月
六
日
（
月
）
ま

で

に
、
住
民
票

（
家

族
全
部

が
載
っ
て
い
る
も
の

）
、
印

鑑
、
扶
養
者
の
振
込
先

（
銀

行
名
・
支
店
名
・
預
金
種
類
・

口
座
番
号
）
か
痔

っ
て

、
直

接
、
福
祉
事
務
所

（
市
役
所

別
館
二
階
）
ヘ

マ
詳
細
＝
・
福
祉
事
務
所

福
祉
係



広報まつど広報まつど

①
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
正
し
い
齧

戒
宣
言
の

情
報
を
入
手
す
る
。

デ
マ
に

ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ

う

に
す
る
。

※
市
で

は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
広
報
車
・
防
災
行
政
無
線

に
よ
っ
て

注
意
を
呼
び
か
け
ま

す
。

②
家
具
な
ど
の

安
全
性
を
碓
か
め

る
。
ガ
ラ
ス
製
品
や
重
い
も
の

は
高
い

と
こ

ろ
か
ら
お
ろ
す
。松飛台小での総合訓練

窓

ガ
ラ

ス
に
は
ガ
ム
テ

ー
プ
な

と

を
張

る
。

③
な

る
べ
く
火
を
使
わ
な
い
。
火

を
使
う
と
き
は
、
い
つ
で

も
消

火
で

き
る
よ
う
に
す

る
。

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス
ボ
ン

ベ
の
固
定
を
筐

か
め

る
。

④
消

火
器
・
消
火
用
水
の
置
き
場

所
か
確

か
め
る
。
万

一
に

備
え
、

ふ
ろ

お
け

や
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水

の
く
み
置
き

を
す
る
。

消防職員を交じえての防災会議(牧の原東町会で)

日
本
列
島
は

、
太
平

洋
プ
レ
ー

ト
、
ユ
上

フ
シ
ア
プ
レ

ー
ト
、
フ

″
リ
ピ
ン
海

プ
レ

ー
ト
の

三
枚
の

プ
レ
ー
ト
に
は

さ
ま
れ
て

い
て

、

地
殻
変
動
に
よ

る
地
震
が
起
こ
り

や
す
い
地
帯
に

あ
り

ま
す
。

過
去
に
も

、
大
災

害
と
な
っ
た

関
東
大
祭

火
矢

正
十
二
年
九
月

）
、

記
憶
に
ま
だ
新
し
い
千

葉
県
東
方

沖
地
震
（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
）

な
ど
、
数
多
く
の
地
震

が
発
生
し

て

い
ま
す
。

昭
和
四
十
四

年
、
地
震
予
知
連

絡
会
が
設
立

さ
れ
て

、
千

葉
県
は

南

関
東

地
震
の

観
測

強
化
地
域
に

指
定

さ
れ

ま
し

た
。

昭

和
五
十
三

年
に

な
る
と
「
大

規
模
地
震

対
策
特
別

措
置
法
」
が

制
定

さ
れ

、
翌
年
に
は
、
東
海
地
震

を
前
提
と
し
た
地
震

防
災
対
策
強

化
地
域

が
指
定
さ

れ
ま
し

た
。

こ
の
強
化
地
域
に

指
定
さ
れ
た

の
は
、
東
海
地
震

が
起

き
た
時
、

震
度
６

（
烈
震
）
以
上
に

な
る
と

予
想
さ
れ

る
、
静
岡

（
全
県
）
　・

山
梨
・
長
野
・
岐
阜

・
愛
知
・
神

奈
川
の
六
県
百
六
十
九

市
町
村
で

す
。

組
織
結
成
の
対
象
と
な
る
町
・
自

治
会
が
三
百
三
十
六
あ
り

、
組
織

を
結
成
し
て
い
る
の
は

、
二
百

二

十
町
・
自
治
会
で
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
市
や

防
災
機
関
は
、
全
力
を
挙

げ
て
防

災
活
動
を
行
い
ま
す
。

し

か
し

、
電
話
が
不
通
に
な

っ

て

火
災
な
ど
の
通
報
が
で
き
な
い
、

道
路
や
橋
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て

消

防
車
な
ど
が
現
場
へ
急
行
で
き

な

い

。こ
の

よ
う
な
最
悪
の
事
態
に
は
、

市
や
防
災
機
関
だ
け
で
の
防
災
活

動
で

は
、
間
に
合
わ
な
い
場
合

が

予
想
さ
れ
ま
す
。

被
害
を
最
少
に
抑
え

る
た
め
に

は
、
各
家
庭
で
出
火
防
止
や
初

期

消
火
活
動
な
ど
を
行
わ
な
け
れ

ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の

力
に

は
限
界
が
あ
り
、
か
え

っ
て
危
険

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で

地
域
の
み
ん
な
で

助
け

合
い
防
災
活
動
を
行
う
、
町
会

・

自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
組
織
の

協
力
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す

。

現
在
、
市
内
に
は
、
自
主

防
災

東
海
地
震
の
警
戒
宣
言

が
発
令

さ
れ
た
ら

▽
電
気
・
＝
供
給
は

継
続
し
ま
す
。

マ

水
道
・・
原

則
と
し
て

平
常
ど
お

り
の

供
給
を
継
続
し
ま
す
。

マ

ガ
ス
・
＝
製
造
・
供
給
は
原
則
と

し
て

継
続
し

ま
す
。

≒
ヽ

牧
の
原
東
町
会
自
主
防
災
組
織

牧
の
原
東
町
会

（
会

長
・
宇

野
領
一
さ
ん
）
で
は

、
毎
年
秋

に
な
る
と

、
松
飛
台
小

学
校
の

校
庭
を

使
っ
て

、
消
防
職
員
の

指
導
で
大

が
か

り
な
総
合
訓
練

を
行

っ
て
い

ま
す
。

牧
の
原

柬
町

会
の

世
帯
数
は

五
百
四

十
。

そ
の

一
世
帯
一
世
帯
が
自
主

防
災
組
織
の

中
で

、
消
火
班
な

ど
の
役
割
を
分
担
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
会
の
地
域
内
に
は
、

現
在
二
十

力
所
に
屋

外
消
火
器

が
設
置
さ
れ
て
い
て

、
今
後
も

設
置
場

所
を
増
や
し
て

い
く
予

定
だ
と
い
い

ま
す
。

日

ご
ろ
か
ら

、「
自
分
た
ち
の

住
む

ま
ち

は
み
ん
な
で

守
る
」

と
い
う

意
識
で

、
自
主
陌

火
に

真
剣
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

防

災
部

長

辻

本
　

龍

雄

で

防
災
は
基

本
を
忠

実
に
守
る

こ
と
が
大
切
で

、
毎
年
同
じ
こ

と
を

く
り

返
し
訓
練
し
て
い
ま

す
。
「
防
災

は
足

元
か
ら
」
と

い

う
気
持
ち
で

す
。

明

石
　

春

吉

で

関
東
大
震
災
の
経
験

か
ら
、

災
害
を
防
ぐ
の
に
は

、
初
期
消

火
が
第

一
で

す
。

家
具
の
転

倒
防
止

も
、
身
を

守
る
の
に
は
大

切
で

す
ね
。

⑦
生
活
物
資
の
買
い

急
ぎ
、
預
貯

金
の
引
き
出
し
は

控
え
る
。

⑧
幼
児
・
児
童

・
生
徒
・
老
人
・

病
人
の
安
全

を
確
か
め
る
。

⑨
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は

使
わ
な
い
よ

う
に
す
る
。

自
主
防
災
組
織
は

、
本
部
長
・

副
本
部
長
・
防
災
部
長

を
中
心
と

し
、
情
報
班
・
消
火
班

・
救
出
救

護
班
・
避
難
誘
導
班

・
給
食
給
水

班
・
特
別
班
な
ど
か
ら

な
っ
て

い

ま
す
。

防
災
に

関
す

る
知
識

は
あ
っ
て

も
、
災
害
時
に
対

応
で

き
る
よ
う

に
す

る
た
め
に
は

、
自
主
防
災
組

織
と
し
て
日

ご
ろ
か
ら

計
画
に

基

づ
い
た
防
災
訓
練

を
行
い

、
防
災

活
動
に
必
要
な
実
践

的
な
技
術
の

取
得
が
不
可
欠
に

な
っ
て

き
ま
す
。

防
災
訓
練
は
、
班

ご
と
に
行
う

個
別
訓
練

、
個
別
訓

練
に

よ
っ
て

得
た
知
識

・
技

術
を
統
合
し
て

行

う
総
合
訓
練
と
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

へ
の
流
出
は
極
力
抑

制
し

ま
す
。

高
速
道
路
で
は

時
速
四
〇
諺

气

一
般
道
路
は
時
速
二
〇
冫
片
の

低

速
走
行
に
移
行
し
ま
す
。

マ

銀
行
・
郵
便
局
・
こ
平
常

通
り
窓

囗
業
務
を
行
い
ま
す
。

マ
デ
パ
ー
ト

ー
ス
ー
パ
ー
・・・
食

料

品
・
生
活
必
需
品
な
ど
は
営

業

を
継
続
し
ま
す
。

マ
病
院
・
＝
外
来
診
療
は
可

能
な
限

り
平
常
通
り
行
い
ま
す

。

マ

学
校
・・
・
授
業
を
中
止
し
下
校
抛

置

を
と

り
ま
す
。

千

葉
県
は
、
こ
の
強
化
地
域
の

指

定
か
ら

は
ず
れ
て
は
い
ま
す

が
、

と
こ
ろ
に

よ
っ
て

は
、
震
度
５
（
強

震
）

程
度
の

影
響
が
予
想
さ
れ
て

い
ま

す
。
・

火
災

か
ら
大
災
害

と

な

っ
た
関
東

大
震
災

地
震
が
起
こ

っ
た
時
、
被
害
を

大
き
く
す

る
の

は
火
災
で

す
。

関
東
大
震

災
で

は
、
東
京
下

町

の
各
所
で
発

生
し

た
火
災
が
燃
え

広
が
り
、
死

者
九
万

九
千
三

百
三

総
合
訓
練
は
、
正
し
い
知
識
や

技
術
を
習
熟
す
る
た
め
、

消
防
署

の
指

導
を
受
け
て
下

さ
い
。

ま
た
、
自
主
皆

火
組
織
を
中

心

と
し

た
、
こ
れ
ら
の
訓
練
に
多
く

の
人

が
参
加
し
、「
自
分
だ
も
の

ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い

う

意
識
で

、
日

ご
ろ
か
ら
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
備
え
て
お
く
こ
と

が
大
切
で

す
。

自
主
防
災
組
織
で

ま
と
ま
っ
て
避
難
を

地
震
の
災
害
か
ら
身
を

守
る
た

め
に
は
、
組
織
だ

っ
て
安
全
に

避

難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
に
は
、
警
戒
宣
言

が
出

さ

れ
た
場
合
の
避
難
と
突
然
地
震

が

起
こ
っ
た
場
合
の
避

難
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

東
海
地
震
の
警
戒
宣
言

が
出

さ

れ
、
地
震
に

よ
る
被
害

が
予
想

さ

れ
る
場
合
、
市
で
は

避
難
勧

告
・

十
一
人
、
行
方
不
明
四
万
三

千
四

百
七
十
六
人
、
焼
失
家
屋
四

十
四

万
七
千
百
二
十
八
戸
と
い

う
大
災

害
を
引
き

起
こ
し

ま
し
た
。

こ
の

時
、
地
震
に
よ
り

全
壊
し

た
家
屋
十
二
万
八
千
二
百
六
十
六

戸
と
比

べ
る
と
、
火
災
に
よ

る
被

害
が
い
か
に

大
き
い

も
の
か

が
分

か
り

ま
す
。

県
東

方
沖
地
震
の

直
後
、
市
消

防
局
で
は

、
無
作
為
に

選
ん
だ
市

民
百
二
十
人
に

地
震
の

際
ど
ん
な

行
動
を
と

っ
た
の
か

、
電
話
で

ア

ン
ヶ
Ｉ
ト
調
査
を
行

っ
て
い

ま
す
。

地
震
発
生
の
際
、
火
を

使
っ
て

い
た
人
が
四
十
五
人
で

、
そ
の

う

ち
す
ぐ
に
火
を
消
し
た
人
は
四

十

人
（
約
八
九
％

）
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
出
火

防
止
の

行
動
を
と
っ
た
わ
け
で

す

が
、
も

し

、
市
内
各
所
で

火
災
が
発

生
し

た
ら

ど
ラ

な
る
の
で
し

よ
ラ

か

。

指
示
を
広
報
車
や

防
災

行
政
無
線

で
市
民
の
皆

さ
ん
に

知
ら
せ

ま
す

自
主
防
災
組

織
の
情

報
班
の
人

た
ち
は
、
地
区
住
民
に
も
れ

な
く

伝
達
し
て
下

さ
い
。

避
難
前
に
は
必
ず
出
火

防
止
の

措
置

を
と
り
、
あ
ら
か
じ

め
自
主

防
災
組
織
で

決
め
ら
れ
芒

時
避

難
場
所
な
ど
に
集
ま

っ
て
か
ら

、

自

主
防
災
組
織
で

ま
と
ま

っ
て

指

定
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま
し

よ
爻

予
知
な
く
突
然
地
震

が
起
こ

り
、

避
難
の

必
要
が
生
じ
た
時
に
は

、

出
火
防
止
や
隣
近
所
で

協
力
し

合

っ
て

初
期
消
火
な
ど
を

行
っ
て

、

一
時
避
難
場
所
に
避
難
し
て
下

さ

い

。避
難

後
、
自
主
陌

火
組
織
で
は

、

組
織
を

あ
げ
て
救
出
救
護

、
情
報

活

動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
、
周
辺
の
災

害
が
切
迫

し
て
い

る
と
き
は

、
組
織
の

長
あ

る
い
は
個
人
の
判
断
で

指
定
避
難

場
所
に
避
難
し
て

、
市
職
員
・
警

察
官
な
ど
の
指
示
に

従
い

ま
す
。

突
然
の
災
害
に
備
え

、
一
時
避

難
場
所
・
指
定

避
難

場
所
な
ど
へ

実
際
に
行

っ
て
み
て

、
も
し

も
一

人
で

避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

時
で

も
、
安
全
に

避
難
で

き
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で

す

マ
詳
細
・
：
防
災

課

マ
劇
乖

・
康

則

と
し
て
営

業
を
目
　
　

粛
し

ま
す
。

松戸市総合防災訓練では、実践的な訓練を行います

①

「
松
戸
市
地
域

防
災

計
甼

に

壻

つ
い
て

、
災

害
対
策
本
部
を

市
役

所
内
に

設
置
し

ま
す
。

②
地
震
に

関
す

る
情
報
な
ど
を
広

報
車
や
防
災

行
政
無
線
夕
使

っ

て
皆

さ
ん
に

お
知
ら

せ
し

未
了
。

③
避

難
の
実

施
、
非
常
持
出
品
・

飲
料

水
の
準

備
な
ど
皆
さ
ん
が

す
べ
き
こ
と
を
伝
達
し
ま

す
。

④
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
要

請

や
市
が
実
施
す
る
事
項
の

協
力

を
要
請
し
ま
す
。

⑤
地
震
発
生
に
よ

る
被
害

を
未
然

に
防
止
し
た
り

、
軽

減
を
図
る

た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
対

策
を
講

け
ま

す
。

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

２
月
2
3
日
青
果
の
大
特
売
を
行
い
ま
す

松
戸
市
青
果
物
小

売
商
組
合

消

費
者
サ

ー
ビ
ス

デ
ー
協
議
会
加
盟

の

青

果
店

が

、
二

月

二

十
三
日

宋

）
に

サ
ー

ビ
ス

デ
ー
を
実
施
し

ま
す
。

じ
ゃ

が
い
も

写

当
た
り
九
十

円
、
た
ま
ね

ぎ
一

諺
当
た
り
百
円

で

販
売
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
り

ん

ご
・
み

か
ん
・
大
根
・
キ

ャ
ベ

ツ

・
は
ラ

れ
ん
草
な
片
七

二
割
引

で

大
特
売
し

ま
す
の
で
、

ご
利
用

下

さ
い

。

▽
詳
細
＝
向

費
生
活
課
消
費
生
活

係

昭
和
の
元
号
が
入
っ
た
免
許
証

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

元

号
が
改
め

良

れ
る
以

前
に

交

付

さ
れ
た
運
転
免
許
証
（
昭
和
の

元

号
が
入

っ
た
免
許
証
）
は
、
次

の
更

新
ま
で

、
そ
の
ま
ま
お
使
い

下

さ
い

。

改
め
て

免
許
証
を
作
り
な
お
す

予
定
は

あ
り
ま
せ

ん
。

▽
詳
細
＝
・
松
戸
東
警
察
署
公
4
2
1

3
1
1
1

番
、
松
戸
警
察
署
公

6
7－

‘
1
1
1
1
番

|日元号の有 効期限 新元 号の有効期限

一

平成 元年の誕生日

一

平成２ 年　ﾉﾉ

一

平 成３年　ﾉﾉ

一
平 成４ 年　ﾉﾉ

昭和64年 の誕生日

昭和65年　 刀

昭和66年　 刀

昭和67年　 刀

東
京
電
力

婦
人
サ
ー
ビ
ス

ー
モ
ニ
タ
ー
募
集

▽
対

象
＝
市

内
在
住
の

主
婦

▽
定

員
＝
十

五
人

マ
内
容
・
＝
四

月
～
平
成
三
年
三
月

の

間
、
モ

ニ
タ
人

譲

・
見
学

会
へ
の

出
席
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答

、
レ

ポ
ー
ト
提
出

マ
謝

礼
・
＝
懇

談

会

一

回
に

つ

き

三
千
円

（
年
二

回
程
啓

マ
申

込
み
Ｅ

三
月
十
五
日
（
水
）
ま

で

に
、「
将
来
の
生
活
と
電

気
」

の
作
文
（
四
亘

孟

環

稿
用

紙

一
枚
程
度
）
と
簡

単
な
経
歴

・

名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電

話
番

号
を
書
い
て
、
〒
二
七

一
松
戸

市
上
本
郷
三
－

四
三
三
〇

東
京

電
力
松
戸
営
業

所
営

業
課
(
0

6
3－
6
1
7
1

番
）
へ

松戸 商工 会議所職 員募集

E〉職種…一般事務( 経理事務に

興味のある人)

l〉資格…市内在住の18 歳 ～23歳

の高校卒業( 見込みを含む) 以

上の女子

E〉募集人員…若干名

【〉応募先 …２月28 日( 火) までヽに

履歴書を持参して商工 会議所

総務課(S64-3111 番) へ

簿　記　 教　 室

犬 期　 日 時　　 間 費　 用

ｊ

級唇足

昼コース

3月249～

6月２日の

火・金曜日

(計20回)

午前９時30分

り 塒30分

参加費

6,000円(非会

齠2,000円)

テキスト代

2,500円
夜コース 午後６時～8 時

≒U

ぶ

昼コース
午前９時30分

～1塒30分

参加費

7,000円(非会

員15､000円)

テキスト代

3,000円
夜コース 午後６時～８襾

市内民間保育園

職員・臨時職員の募集軽自動車税の申告手続

C〉受付期間…２月20 日(月) ～３

月７日(火)

C〉職種・資格…保母( 有 資格) 、

栄養士 一調理貝( 無資格でも可)

※市内の保育園に勤務している

人はご遠慮下さい。

I〉勤務地…市内民間保育園

【〉採用予定人員…若干名

E〉応募先…〒271 松 戸 市上矢切

1101 － 2 松 戸市保育園協議会

事務局(S68-7811 番) へ 履歴

書を送付して下さい。

軽自動車税は、毎年４月１日現在で、原付バイク・軽自動車・

小型特殊自動車等を所有している登録名義人にかかります。

軽自動車等を譲渡したl圦 使用をやめたときには、下記により

必ず手続きをして下さい。

D〉詳細…税制課諸税係

一 一 一 一 一 一

E〉会場‥･松戸商工会館会議室

I〉定員…先着各30人

1〉持ち物…筆記用具、ソロバンか計算機

l〉申込み…直接、参加賀を添えて松戸商工会

謫所( 容64-3111 番) へ

自衛 官募集

に・募集内容…２等陸・海・空士

E〉応募資格…18 歳～25 歳 未満の

男子 または今春高校卒業 見込

みの男子

l〉待遇…身分＝特別職国家公務

員、初任給こ 月額115,800 円 、

その他＝衣・食・住は無料支

給または貸与、技術教育など

によって各種国家免許の取得

が可能

D〉詳細…総務部庶務課庶務係ま

たは自衛隊松戸募集案内所昔

65-3978 番

区　　　 分 手　 続　場　所

・原動機付自 転車

(125cci,以下)
・小 型特殊自 動車

市役所税制課
または各支所

・２ 輪の軽自動 車

(125CC 超～250CC 培ｽ下゙)
・２ 輪
の小型自 動車

(250CC 超)

陸運 事務所
四〇474(66)2415

・４ 輪軽自動車
軽自 動車検査 協会
四〇472(45)0163

市

役
所
に
は
・
｀
車
や
バ
ス
で

二
月
・
三
月
は
、
税
の
申

告
な
ど
で

市
役
所
駐
車『
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

、

ご

来
庁
の
際
に
は
、
燉
車
・
バ

ス

な
ど
を
ご
利
用
下

さ

る
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

千
葉
県
内
の
暮
ら
し
の
機
能
は
…

マ
電
話
二

般
通
話
に
つ
い
て

は
、

利

用
制
限
を
行
い
ま
す
。
街
頭

公

衆
電
話
（
青
・
黄
色
）
は
可

能
な
限
り
通
話
か
確

保
し
ま
す
。

マ
Ｊ
Ｒ
・
＝
県
内
の
線
区
は
安
全
な

方
法
で

極
力
運
転
し
ま
す
。

マ

私
鉄
＝
・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

可

能
な
限
り
の
運
転
を
行
い
ま

す
。

マ

バ
ス

・
タ
ワ

シ
ー
・
＝
地
域
の
実

情
に

応
じ
て
可

能
な
限
り
の
運

行
卆
確

保
し

ま
す
。

マ

道
路
上

般
車
両
の
東
京
方
面

春
の
火
災
予
防
運
動

そ
の
火
　

そ
の
時
　

す
ぐ
始
末

火

を
消
し
て

か
ら
。
ス
ト
ー
ブ

の

そ
ば
に

燃
え
や
す
い
も
の
を

鐡
つ
け

な
い

今
年
も
舂
の
火
災
予
防

運
動
跼

二

月
二

十
八
日
（
火
）
か
ら
三
月
十

三
日
（
月
）
ま
で

、
全
国
一
斉
に

行

わ

れ
ま

す
。

市
で

は
、
火
の
元
を
指
で
さ
し
、

声
を
出
し
て

点
検
す
る
「
指
さ
し

防
火
運
動
」
を
展

開
し
て
い

ま
す
。

火
災
は

、
日

ご
ろ
使
い

慣
れ
た

火
の
取

り
扱
い

の
不
注
意
が
、

ば

と
ん
ど
の
原

因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

次
の
こ
と
に

注
意
し
て

、
火
災

か
ら
私
た
ち
の
大
切
な
命
を
守
り

ま
し
ょ
う

。

○
天

ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は

、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

Ｏ
く
わ
え
た
ば
こ

・
寝
た

ば
こ

・

た

ば
こ

の
投
げ
捨
て

を
し
な
い

○
子

供
に

マ

。
チ

や
ラ
イ

タ
ー
で

遊

ば
せ

な
い

○
家
の

周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の

を
置
か

な
い

○
風
の

強
い

時
は

、
た
き
火
を
し

な
い

Ｏ
ふ
ろ
の

空
だ
き
を
し

な
い

よ
う

に
注
意
か
ず

る

○
ス
ト

ー
ブ
に
給

油
す
る
時
は
、

自
治
体
消
防
四
十
年
展
開
催

舂
の

火
災
予

防
運
動
の

期
間
中
、

自
治
体

消
防

制
度
発
足
四
十
周
年

を
記
念
し
て

、
「
自
治
体
消
防
四

十

年
展
」
を

閧
催
し

ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

、

ぜ
ひ

ご
来
場
下
さ
い
。

マ
期
日
二

二
月
三
日
（
金
了

八
日

（
水
）

マ

会
帶

＝
西
友
常
盤
平
店
三
階
催

物
場

マ
内
容
＝
・
消
防
機
器
の

展
示
・
目

で
見

る
松
戸
消
防
の

あ
ゆ
み
・

チ

ビ

″
子
コ

ー
ナ
ー
ほ
か

※
四
日
（
土
）
は

、
牛

前
十
一
時
三

十
分
か
ら
と

午
後
零
時
三
十
分

か
ら
、
消
防

音
楽
隊
に

よ
る
演

奏
会
を
行
い

ま
す
。

マ
詳
細
＝
・
市
消

防
局
救

急
防
災
課

｛
1
6
3
j
1
1
1
1
番

地震だ！地域のみんなた助けあう自主防災組織

自分たちの街は　自分たちで守ろう

訪問しました そ
の
と

き
あ
な
た
は
…
…

グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
火
の
始
末
！

災
害
よ
り
も
恐
ろ
し
い
火
災

い
ざ
災
害
！

あ
な
た
の
備
え
方
は
万
全
で
す
か
？

日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切

松
戸
市
で
は
…
…

日
本
は
世
界
で
も
有
数
な
地
震
国
で

す
。過
去
に
も
大
き
な
地
震
が
数
多
く
起

き
て
い
て
、
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

大
地
震
が
発
生
し
、
市
内
で
災
害
が

多
発
し
た
場
合
、
防
災
機
関
だ
け
の
力

で
は
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
地
域
内
で
最
少
限
の
被

害
に
く
い
と
め
る
の
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
の
が
、
自
主
防
災
組
織
で
す
。



広報まつど第７００号

消費生活モニターを体験してみませんか
生
活
の
知
恵

平
成
元
年
度
の
「
松
戸
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
ら
れ
た
人
は
、
各
種
研
修
会
や
施
設
の
見

学
会
な
ど
を
通
し
て
、
消
費
者
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
下
さ
い
。

真剣に11日を調べます

消
費
生
活
モ

ニ
字
－

は
、
市
民

の
皆
さ
ん

が
消

費
生
活
を
営
位

上

で

、
ど
の
よ

う
に

考
え
、
要
望
を

持
ち
、

ど
ん
な
こ

と
で

困
っ
て
い

る
か
を

把
握
し

、
行
政
に
反

映
さ

せ

る
た
め
に

設
け

皀

れ
た
制
度
で

す
。モ

ニ
タ
ー
に
な

ら
れ
た
人

に
は
、

消
費

者
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と

し
て
、
日

ご
ろ
消

費
生
活
に
関
し

て
考
え
て
い

る
意
見

、
要
望
、
苦

情
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
と
と
も

に
、
各
種
研
修
会
や

小
売
価
格
調

査
・
消
費
生
活
展
へ
の

参
加
を
通

し
、
今
日
の
消
費

生
活
状
況

を
正

し
く
把
握
し
、
必
要

な
消
費
者
知

識
を

修
得
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
修
得
し
た

知
識

を
、
地
域

の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

一
般
消
費
者

へ
普
及
さ
せ
る
お

手
伝
い

を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

モ

ニ

タ

ー

の

仕

事

①
研
修
会
・
懇
談
会
へ
の
参
加
（
年

ゴ
ミ
減
量
は
み
ん
な
の
工
夫
で

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
・
粗
大
ゴ
ミ

新

施

設

が

完

成

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
粗
大
ゴ

ミ
は
、
昭
和
六

十
二
年
度
ま
で

、

六

和

グ
リ
ー
セ
ン
タ

ー
で
処
理

し
て
い

ま
し

た
が
、
将
来
の
ゴ

入

ｍ
を

予
測
し

、
い

ま
ま
で

の

二
倍
の

処
理

能
力
を
も
つ
日

暮

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
を
昭
和
六

十
三

年
度
か
ら
稼
動
さ
せ
て

い

ま
す

。

日

暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

は

、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
を
一
日

四

十
ン

圧
縮
梱
包
で

き
る
圧
縮

梱
包
機
が
二
基
、
粗
大
ゴ
ミ
を

一
日
五
ノ

処
理
で

き
る
剪
断
破

砕
機

が
一
機
備
え
ら
れ
、
一
日

約
七

十
少
処
理
し
て

い
ま
す
。

新
し
い

中
間
処
理
施
設
が
で

き
た
か
ら

と
い

っ
て

安
心
と
い

フ

わ
け
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。
こ

の

施
設
は

、
ゴ
ミ

を
圧
縮
し
て

容
積
を

約
七

分
の

一
程
度
に
減

ら
す
施

設
で

、
最
終
処
分

は
埋

め
立
て

処
分

を
し

な
け
れ

ば
な

り
ま
せ
ん

。

埋

め

立

て

し

て

い

る

燃

や

せ

な

い

ゴ

ミ

燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ
の
大

半
は

。

プ
ラ
ス
チ

。
ク
製
品

、
ビ

ー丁

ル
製
品

、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な

ど
の

高
分
子

系
の
ゴ
ミ
で
、
燃

や
す

と
有
害
ガ
ス

が
発
生
し
た

り
、
焼

却
炉

を
い
た
め
た
り
す

る
な

ど
燃
や

す
こ
と
が
適
当
て

な
い
た

め
埋

め
立
て

を
し
て
い

ま
す
が
、
上
に
還
元
し
に
く
い

も
の
で
す

。

高
分
子
系
の

製
品
は
、
安
価

で
便
利
な
だ
め
、
食
品
用
パ
ッ

ク
や
洗

剤
、
飲

料
の

容
器
な
ど

と
し
て
利
用

が
増
え
続
け
て

い

ま
す
。

減

量

が

困

難

燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ

と
粗
大
ゴ

ミ
の
減
量
方
法
と
し
て
は

二

貝
い
物
袋
の

携
行

六

四
戸
ク
詒
め

食
品

を
避
け

る

・
燃
え
殻
の
自
家

処
理

（
土
地

還
元
）

・
家
具
類
や
じ

ゅ
ラ

た
ん

な
ど

は
で

き
る
だ
け

長
く

使
う

・
不
用
品
交
換
会
を
利
用
し
て

欲
し
い
人
に
譲

る

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

。
い

ず
れ
も
現
状
で
は
実
施

が
難
し

い
も
の
で

す
が
、
ゴ
ミ

減
量
の

た
め
に
で

き
る
だ
け

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

（
日

暮
ワ

リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

）圧縮梱包ゴミを運ぶ無人搬送システム

近
縁
の
サ
ザ
ン
カ
と
同
様
、
庭

植
え
、
鉢
植
え
と
し
て
楽
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

品
種
も
多
く
、
十
二
月
か
ら
四

月
下
旬
ま
で
開
花
し
ま
す
。

系
統
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ユ

キ
ツ
バ
キ
、
ヒ
ゴ
ツ
バ
キ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

手
　

入
　

れ

マ
剪
定
…
自
然
の
も
の
は
、
花
の

咲
き
終
わ
っ
た
こ
ろ
か
ら
六
月
上

旬
に
、
鉢
植
え
の
も
の
は
、
樹
高

が
高
く
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

た
も
の
に
行
い
ま
す
。
全
体
を
切

り
つ
め
る
場
合
に
は
、
枝
振
り
を

見
て
、
込
み
合
っ
て
い
る
枝
を
間

引
き
、
伸
び
た
枝
を
切
り
ま
す
。

鉢
植
え
は
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
先
端
を
切
り
つ
め
ま
す
。

六
月
以
降
に
剪
定
を
行
う
と
、

庭
木
の
手
入
れ
と
増
や
し
方

（
ツ
バ
キ
）

花
芽
が
付
き
に

く
く
な
り
ま
す
。

植

え

付

け

Ｅ
月
中
旬
～
十
月
（
七
八

月
を

除
く
）

ご
ろ
ま
で
に
行
い
ま

す
。

日
当
り
の
良
い
場
所
に

植
え
付

け
ま
す
が
、
土
質
が
悪
い
と
き
に

は
、
腐
葉
土
、
堆
肥
を
入
れ
ま
す

。

施
肥
は
根
付
い
て
か
ら
行
い
ま

す
。
新
芽
の
出

る
前
に
、
油
粕

、

粒
状
化
成
肥
料
な
ど
を
、

一
肩
ぐ
・

ら
い
の
苗
木
で
二
握
り
ほ

ど
を
根

元
か
ら
少
し
離
し
て
施
し
ま
す

。

増

や

し

方

挿
し
木
で
行
い
ま
す
。

時
期
は
、
七
・
八
月
の
新
芽
が

伸
び
き
っ
た
時
期
が
活
着
も
良
く

無
難
で

す
。

挿
し

穂
は
日

当
り
の
良
い
、
葉

色
の
謳
い

枝
か
便
い

ま
す
。
枝
は

十
惣
ぐ
ら
い
で

切
り
、
葉
を
三
、

四
枚
付
け

、
挿
し
床
に
挿
し
ま
す

。

用
土
は

、
赤
土
ま
た
は
鹿
沼
土

を
箱
も
し

く
は
平
鉢
に
入
れ
、
灌

水
し
ま
す

。

挿
し
穗
は

、
二
王

二
時
間
水

あ

げ
を
行
い

、
節
の
下

を
カ
ミ
ソ

リ

で
切
訖

民
し

ま
す
。
下

の
大
き
い

葉
は
三
分
の

一
く
ら
い

に
切
り
落

と
し
て
蒸

散
を
防
ぎ
ま
す
。

用
土
に

割
ば
し
で

穴
を
あ
け
、

四
、
五

惣
ほ

ど
挿
し

、
根
元
を
お

さ
え

、
充
分
に

灌
水
し
て

日
陰
に

置
い
て

管
理
す

る
と
、
秋
に
は
発

根
し

ま
す

。

病

虫

害

と

防

除

モ
チ

病
は

、
五

月
ご
ろ

か
ら

ダ

イ
セ
ン
ニ
五
〇

倍
を
散
布
し

ま
す
。

害

虫
は
、
チ

ャ
ド
ク
ガ
に

は

デ

ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス

、
ス
ミ
チ

オ
ン

乳
化

剤
卆
散

布
し

、
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
に
は

、
少
な
い

場
合
に

は
ブ
ラ

シ
な
ど
で
こ
す
り

落
と
し

、
被
害

の
大
き
い
と
き
に
は

カ
ル

ホ
ス
乳

剤
、

デ
ナ
ポ

ニ
ン

を
ま
き
ま
す
。

▽
詳

細
・
・・
公
園
緑

地
課
緑
化

係根元を浅く掘って肥料を施します

花
と
緑

八

回
く
ら

い
）・
＝
研

修
内

容
は

、

消

費
生
活

に
か
か
お
る
問
題
を

ど
う
考
え
、
ど
之

行
動
す

べ
き

か

を
テ

ー
マ
に
、
基
礎
的
な
消

費
者
知
識

を
身
に
つ

け
ら
れ
る

も
の

を
予
定
し
て

い
ま
す
。

・モ

ニ
タ
ー
通
信
の
提
出
・
：
消
費

者
の

立
場
か
ら
消
費
生
活
に
お

け

る
商
品

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に

関
す

る
問
題
点
奎

忌
見
・
要
望
・

苦

情
な
ど
に
し
て

提
出
し
て

い

た
だ
き

康
す
。

ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
・
＝
県
内
全
域

の
消
費
生

活
モ

ニ
タ
ー
を
対
象

と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回

答
し
て
い

た
だ
孝

ま
す
。

計
量
日
誌
の

記
入
上
（

月
と
十

一
月
の

各
一
ヵ

月
間
に

購
入
し

た
食
料
品
の

量
目
を
調
査
し
て

記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

小
売
価
格

調
査
・・
・
毎
月
一
回
、

不

Ｉ
パ
ー

お
よ
び
小

売
店
で

価

格
を
調
査
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

消
費
生
活
展

参
加
・：
昨
年
度
の

テ

ー
マ
は

「
輸
入
食
品
」

モ

ニ

タ

ー

募

集

要

項

対

象
：
市

内
に

住
む
二
十
歳
以

上
の
消

費
者
で

、
日

常
の
買
い

物
を

直
接
行
い

、
食
料
品
・
衣

料
品
な

ど
の

生
活
必
需
品
の
販

売
に
直
接

関
係
し
て
い

な
い
人

定
員
＝
・
三
十
人

期
間
・
＝
平

成
元

年
四

月
上

一
年

三
月

謝
礼
・
＝
年
額

一
万

九
千
円

孚

定
）
と
記

念
品

申
込
み
＝
六

ガ
キ
に

住
所
・
氏

名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

言

了

家
族

構
成
・
加
盟
団
体

の
あ

る
人
は
そ
の

名
称
・
モ

ニ

タ
上

心
募
の
動
機

・
特
に

研
修

を
受
け
た
い
テ

ー
マ
な
ど
を
記

入
し
て
、
三
月
四
日

玉

）
ま
で

に
〒
二
七
一
松
戸

市
根
本
三
八

七
丿
五
松
戸
市

役
所
消

費
生
活

課
へ

新松戸北中３年

天　野　真くん

小
学
校
二
年
の
時
に
、
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
い
る
人
を
見

て
、
面
白
そ
う
だ
な
あ
と
思
い
、
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
は
、
ジ
ャ
ン
プ
の
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ

れ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
が
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。

た
い
へ
ん
だ
け
ど
、
ス
ケ
ー
ト
が
好
き
な
の
で
、
国
際
的
な
大

会
に
も
出
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第９回全国中学校スケート競

技大会が、２月２日から５日ま

での３日間、青森県八戸市で開

催されました。

本市からも、アイスホッケー

に２選手、フィギュアスケート

に７選手が参加。そのうち先日

の国体フィギュア少年男子の部

でも４位に入った新松戸北中三

年の天野真選手が見事フィギア

男子Ａグループ優勝に輝き、中

学生男子日本一になりました。
表彰状を持つ天野くん

熱演する天野くん

ハイ・こちら内線600番

まちの話題をお知らせください。

若さで
トリプルジャンプ

中
学
男
子
　
日
本
一

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
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会　場　名 日　程 時
間

衛　生　会　館 ％(月)％(月)

午
後
一
時
十
五
分
Ｓ
午
後
－
一
時
－
一一
十分

五香市民センター 治水）‰固

松飛台市民ｾﾝﾀｰ % 廊 %( 水)

小金北市民センター m ％(月)

東部市民センター 治水）％(水)

馬橋東市民センター ‰(月)％(月)

健康増進センター 治水）‰(水)

常盤平市民センター ％(本)％困

明市民センター ％(木)％(村

古ヶ崎市民センター ％(火)‰困

棯台市民センター ％(水) ‰瀏

小金原市民センター ％(火) ％(村

新松戸市民センター % 圀 ％(村

小金市民センター ％(村 ‰水）

常盤平市民センター ％(村 ％冰）

馬橋市民センター ％廊 ‰火）

六実市民センター

別　館
知内 ％休）

二十 世紀が丘

市民 センタ ー
％刪 ‰(月)

急性灰白髄炎( ポリオ)

予防接種

E〉申し込みする人…２回飲み終

えていない４歳未満で、問診

票を持っていない人は、下記

要領で申し込んで下さい。

r〉申し込まなくてもよい人…63

年７月１日から11月30日まで

に生まれた人には、２月下旬

に直接問診票を送ります。

※以前の問診票を持っている人

は、それが使えますので早め

に受けて下さい。

駐車場がありませんので、車

での来場は控えて下さい。

愛　 の　献　血

※六実市民センター別館で２月

24日(金)実施予定の三種混合

予防接種は、２月28囗(火)に

変更となりました。

[〉詳細…保健衛生課予防衛生係

期間 時　間 会場 主催

2/27

(月)

午前10時

Ｓ

午後４時

松　戸

市役所
松戸 市

E〉詳 細…健康管理課業務係

不

用

品

交

換

情

報

○

今

回

掲

載

分

の

紹

介

マ
申

込
方
法

…
締
め
切

り
は
二

月
二
十
四
日

（
当
日

消
印
有

勁
）

①
希
望
品

名
②
住
所
③

氏
名

④
電
話
番

号
（
昼

間
の

連
絡
先
）
を
（

ガ
キ
に
明
記

。

（

ガ
キ

ー
枚
に
品

名
一
点
の

み
▽
相
手
の

紹
介

…
月

末
に

抽
選

を
行
い
、
当
選

者
だ
け

に
電

話

連
絡
し
ま
す

。
紹
介
後
は

自
主
交
渉
と

な
り
ま
す
。

マ
申

込
み
＝
・
〒
二
七

一
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五

松
戸
市
役

所
消
費
生
活

課

譲

り

ま

す

〔
家

具
類
〕
◆
テ

ー
ブ
ル

無
料

◆
会
議
用
テ

ー
ブ
ル
五

百
円

〔
電
気

製
品

類
〕
◆
小

型
冷
蔵

庫
無
料
◆
木
工
機

械
（
糸
ノ

コ

盤
）
　一
万
円
◆

ホ
ッ
ト
カ
ー
ラ

ー
千
円
◆

洗
濯
機

無
料

◆
キ
ッ

チ
ン
用

水
ッ
ト
マ
ッ
卜
三

千
円

〔
子
ど

も
用
品
類

〕
◆

コ
ン

ビ

ラ

ッ
ク
無
料
◆

お
ん
ぶ
ひ

も
無

料
◆
歩
行
器
千
円
◆

ベ
ビ
ー
キ

ャ
リ

上

万
円
◆

ベ
ビ
上

フ
ッ

ク

ー
万
円
◆

ベ
ビ
ー
力
上

千

円
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
千
円

〔
ス
ポ

ー
ツ

・
楽
器
類
〕
◆
新

体
操
用
カ
ラ
ー
キ

ー
ル
千
円

〔
日

用
雑
貨
類
〕
◆
写

真
引
き

伸
ば
し
器
無
料
◆
百
科

事
典

無

料
◆
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
レ
ン

ジ

ー

万

円
◆
ガ
ス
湯
わ
か
し

器
五
千

次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品

物
の

詳

細
を
電
話
で
申
し
込
ん
で
下

さ

い
。
価

格
は

一
万

円
ま
で
で
す
。

原
則
と
し
て
、
衣
料
品

・
食

料
品
・
自
転
車

・
自

動
車
は

扱

い
ま
せ
ん
。
三
月
二

十
日

号
に

掲
載
し
ま
す
。

マ
申
込
期
限
・
三

月

二
十
二
日

采

）
ま
で

マ
申
込
先
・
：
消
費
生
活

課
消
費

生
活
係

あ
な
た
の
健
康

も
と

も
と
ヘ
ル

ペ
ス

と
い
う
病

気
は
あ
り
ふ

れ
た
病
気
で

、
風
邪

な
ど
を
ひ
い

た
と
き
に
、
口
唇
に

で
き

る
小
さ
く
集
ま

っ
た
水
泡
で
、

一
般
に

は

貳

回

芦

と
し
て
よ

く
知
ら
れ

て

い
ま
す
。
こ
の
病
気

は
単

純
ヘ
ル

ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

っ
て

起
こ
り
ま
す
が
、
非

常
に
再

発
が
多
く
、
そ
の
点
厄
介
な

病
気

と
い

え
る
で
し
ょ
う

。

ヘ
ル

ペ
ス
の
初
感
染
は

、
乳
幼

児
期
に
あ
り
、
多
く
は
比

較
的
軽

症
の
ま
ま
治
る
か
、
症
状
の

全
く

な
い

不
顕
性
感
染
で

終
わ

っ
て
し

ま
い

ま
す
。

し
か
し
、
ヘ
ル

ペ
ス

ウ
ィ
ル
ス

は
、
知
覚
神
経
の
末

端
か

ら

神
経
細
胞
に
達
し
、
こ
こ
に

潜
伏
感
染
す

る
の

が
特
徴
で

す
。
そ
の
た
め
長

期
に

わ
た

っ
て
再
発
を
く
り
返

す
こ
と

に
な
り
ま
す

。

成
人
の

ヘ
ル

ペ
ス

感
染
瘋

で

、
普

通
み
ら
れ

る
も
の
は
、

口
唇
を

中
心

と
し

た
顔
面
の

再

発
型

ヘ
ル

ペ
ス

と
再
発
型

性
器
ヘ
ル

ペ
ス
で

す
。

顔
面

の
再
発

型
ヘ
ル

ペ
ス

そ
の
影
響
で
、
わ
が
国
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
少
し
騒
ぎ
過
ぎ
た
た

め
で
し
ょ
う
か
、
近
ご
ろ
外
来
診

療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
は
性
行

為
感
染
症
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
必
ず
し
も
性
行
為
の
み
に
よ
っ

て
感
染
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、
患
者
さ
ん
は
性
病
に

感
染
し
た
と
思
い
こ
み
、
い
わ
ゆ

る
ヘ
ル
ペ
ス
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
症
状
は
、
口
唇
ヘ
ル
ペ
ス

と
同
様
に
、
十
日
前
後
の
經

成人ヘルペス感染症

こ
れ
は
、発
熱
・
紫
外
線
の

照
射
、
過
労
な
ど
に
ひ
き
続
い
て

発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
は
じ
め

ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
よ
う
な
刺
激
感
な

ど
の
あ
と
、
小
さ
く
集
ま
っ
た
水

泡
を
生
じ
、
一
週
間
か
ら
十
日
前

後
で
自
然
に
治
り
ま
す
。
ほ
ぼ
同

じ
部
位
に
年
に
一
上

面

、
あ
る

い
は
数
年
に
一
回
再
発
を
く
り
返

し
ま
す
。

し
か
し
、
ひ
と
月
の
う
ち
に
、

何
回
も
再
発
し
、
治
っ
た
あ
と
に

瘢
痕
を
残
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

再
発
型
性
器
ヘ
ル
ペ
ス

こ
れ
は
、
米
国
で
の
急
激
な
増

加
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、

い
経
過
で
自
然
に
治
り
ま
す

が
、
た
び
た
び
の
再
発
が
あ

る
と
、
患
者
さ
ん
の
精
神
的

苦
痛
は
大
変
な
も
の
で
す
。

ヘ
ル
ペ
ス

の
治
療
薬

今
ま
で
、
こ
の
病
気
に
対

し
て
良
い
治
療
法
か
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
、
抗

ウ
ィ
ル
ス
剤
と
し
て
、
ア
シ

ク
ロ
ビ
ル
と
い
立

楽
剤
が
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
薬
剤
は
、
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た

細
胞
の
み

に
作
用
す
る
た
め

、
副

作
用

が
殆

ん
ど
な
い
と
い
え

ま
す

。
再
発
型

ヘ
ル

ペ
ス
に
対
し
て
は

、
な
ん
ら

か
の
症
状
が
出
て

、
確
実
に

再
発

が
起
こ

っ
た
と

思
わ

れ
た
ら

、
す

ぐ
内
服
を

開
始
し

ま
す
。
す
る
と

症
状
が
極
め
て
髓
い

ま
ま
普
通
三

～
五
日
で
治
り

ま
す
。

ま
た
、
ひ
と

月
に

何
回
も
再
発

す
る
患

者
さ
ん

は
、
専
門
医
の
指

示
忙
し
た

が
っ
て

治
療
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
長

年
再
発
で

悩
ん
で

い
た
苦
痛
か
ら

解
放
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

一
月
十
五
日

、
市
内
で
八

千

亘

二
十
七
人
の

若
人

が
成
人

式

を
迎
え
た
。

蓆
迎

え
た
。

樋
野
口
 
高
本
利
枝
さ
ん

高
　
本
　
利
　
枝

で

高
本
利
枝
さ
ん
も
そ
の

一
人

。

こ
の
日
、
成

人
を
祝
う
成
人

式
が
行
わ
れ
た
市
民
会
館
で
は

、

国

際
化

社
会
に

向
け
て

大
き
く

羽

ば
た
こ

う
と
し
て

い
る
若
人

と
し
て

、
海
外
研

修
経
験
者
の

彼
女
と
福
本

敬
子

さ
ん
が
成
人

の
代
表
で
壇
上
に

登
っ
た
。

高
本
さ
ん
は

、
ア
メ
リ

カ
に

一
ヵ
月
生

‐
ム
ス
テ
ィ

を
体
験
、

七
力
国
の
旅
も
し
た

。

壇
上
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
体
験

を
語
っ
た
と
き
、
会
場
に
ざ
わ

め

龠
示

起
っ
た
。

『
二
十
歳
と

い
ラ

若
さ
で

の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
経

胼

が
、
会
場
か
ら
の
ど
よ
め

き

禦

心
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

彼
女
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

「
静
か
に
し
て
下

さ
い
」
と
壇

上

か
ら
「
一
声
」

を

発
し
た

。

そ
の
瞬

間
、

会
場
か
ら

拍
手

喝
采
が
湧
参

上

二十歳の門出

が

っ
た

。

壇
上
と
会

場

が
ひ
と
つ
に

な

っ
た
。

い
ま
ま
で
の

成
人
式
で
は

例

が
な
い
こ
と
で

あ
る
。

本
人
い
わ
く

「
自
然
に
声
が

出
て
し

ま
っ
て

」

と
さ
り
げ
な
く
。

ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
の

時
、
松
戸

を
紹
介
す
る
の

に
困
っ
た
と
い
う
。

松
戸
を
象
徴
す
る
も
の
が
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

若
い
世
代
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
松
戸
。

こ
の
街
を
チ
ク
リ
と
批
評
し

た
彼
女
の
目
か
ら
、
若
人
と
し

て
の
松
戸
観
が
ラ

か
が
え
た
。

彼
女
は
今
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ

リ
シ
ャ
方
面
へ
と
卒
業
旅
行
を

計
画
し
て
い
る
。

広
く
海
外
を
見
聞
し
、
教
養

を
高
め
た
い
と
言
う
。

彼
女
は
、
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
が

好
き
だ
と
い
う
。

花
こ
と
ば
は
「
門
出
」
。

成
人
と
し
て
の
門
出
、
彼
女

に
は
ふ
さ
わ
し
い
花
で
あ
る
。

施
設
あ
ん
な
い

現
在
市
内
に
は
、
運
動
公
園

な
ど
五
力
所
に
一
般
市
民
向
け

の
体
育
館
が
あ
り
圭
す
が
、
常

盤
平
体
育
館
は
最
も
新
し
い
も

の
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
十

月
に
常
盤
平
衛
生
処
理
場
の
隣

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
競
技
場
（
七
六

常
盤
平
体
育
館

六

・

匸

一
平

方
μ

）
示

体

育

室

（
二

二

四

・

九

二

平

方

劼

）
、
卓

球

室
（
二

一
九
・
七

〇

平

方

片

）
、

プ
レ

ー
ル

ー

ム

（
一

五

丁

二

八

平

方
μ

）
、
ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

ル

ー
ム

（
九

四

・

九
四

平

方

麟

）

な
ど

が
あ

り

ま

す

。

マ

利

用

時

間
・・
牛

前

九

時

～

午

後
九
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す

。

マ
交
通
…
新
京
成
八
柱

駅
ま
た

は
常
盤
平
駅
か

提

示

十
二

分
▽
詳
細
・
：
常
盤
平
体

育
館

四
8
6

－
0
1
1
1

番

南 花 島

山崎　照彦さん

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

の
試
合
が
近
い
の

で
、
練
習

を
し
に

来
ま
し
た
。

こ
こ

を
使
う
の

は
二

度
目
で
す
が
、
新

し

く
て
気

持
ち
が
い

い
で
す
ね
。

住
宅
街
の
中
に

あ
る
の
で
最
初
来
た
と

き
は
場
所
が

分
か
ら
ず
と
ま
ど
い
ま
し

た

が
、
落
ち
誉

牙

あ
っ
て
い
い

と
思

い
ま
す
。

健康ガイド



第 ７０{:桓} 広報まつど

松戸 市書道展

[〉会期…２月21 日(火) ～ ３月５

囗( 囗)〔 ２月24 日･27 日 を除く。

３月５ 囗は午後４時30 分 まで〕

E〉会場…文化ホール

l〉内容…漢字･ か な･ 近代詩文･

て ん刻・刻字

l〉詳細…社会教育課市民文化係

レクダンス初心者講習会

E〉日 時… ２月26 日 ～４月23 日の

毎週日曜日、午後６時30 分 ～

８時30 分

E〉会場…市民会館301 号 室

E〉費用…1,000 円( ８回分)

【〉詳細…松戸レ クダンス同好会

・加藤容62 ―2019 番

婚前・新婚学級

(おしどり学級)

2/25

(土)

｢ 結婚つで･ 親になる つてどん
なこと ？( 夫の役割 ・妻 の

役割)｣

千葉大学保健管理センター・
時 田光人氏

姙血液検査(貧血･血溲型･樞譱･風疹
抗体価)を希望者に有料で実施

3/4

(土)

男性と女性のからだについて

(妊娠･出産へむけて)

医師・林 謙治氏

刪扛1圧測定・尿検査を無料で

実施

11

(土)

ファミリープランニンフ（元

気な子どもを産むために、正

しい妊娠・避妊）・映画・ブ

ルーフワーク

E〉時間…午後２時～４時

[〉会場…勤労会館

E〉対象…未婚あるいは新婚の男

女( １ 人でも参加できます)

E〉申込み…２月23日( 木)までに、

電話で健康管理課松戸方面保

健室へ

・ ３日間で１コースですが、１

日だけでも結構です。

野鳥観察会「狭山湖」

E〉日 時…３月５日( 日)午 前８時

松戸駅東ロデッキ上集合、午

後２時現地解散

C〉場所…狭山湖( 埼玉県)

E〉内容…カモ類・カンムリカイ

ツブ リほか

【〉用意するもの…筆記具・観察

用具・弁当・防寒具

E〉費用…無料(交 通費自己負担)

E〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

実践話し方教室

(ゆたかな心を育てる)

E〉日時…３月２囗～30日の毎週

木曜日、午後ら時30分～９時

【〉会場…市民会館

【〉定員…30人

E〉費用…3,000円( 全５回)

E〉申込み…電話で実践話し方研

究会・石岡S63 ―2372番へ

ちばひまわり号写真展

r〉日 時…3 月４日(土) ～5 日( 日) 、

午前10 時 ～午後５時( ５日は

午後３時まで)

E〉会場…柏市柏教育福祉会館

(柏市役所隣)２階大会議室

E〉詳細… ちばひまわり号を走ら

せる実行委員会・小山S0471

―59 ―1011 番

市 民 講 座

【〉日時…３月５日( 日)午 前10 時

30分 ～午後ｏ時30 分

c〉会場…婦人会館ホール

【〉テーマ…宮澤賢治の魅力一時

を超えて光りつづけるもの－

E〉講師…宮澤賢治研究会会長・

佐藤栄二氏

r〉定員…先着70 人･( 費 用無料)

l〉申 込み…電話で市立図書館ｓ

65 ―5115 番 へ

春
は
も
う
こ
こ
ま
で

チャリティーコンサート

一春を呼ぶレールの音が

聞こえてきませんかー

【〉日時…３月３[]( 金) 午 後ら時

開場、６時30 分開演

【〉内容…国鉄今唱団｢ 俺 たちの

シルクロード｣｢ 地 底のうた｣

｢ ロ シア民謡｣ ばか

【〉会場…市民劇場

1〉費用…1,500 円

【〉詳細…高齢者問題研究会・松

田Q86 ―0213 番

音楽の広場（コーラス）

【〉日時…２月21 日(火) 午 後１時

30分～３時30 分

E〉会場…市民会館音楽室

E〉費用…無料

[〉詳細…社会教育課市民文化係

映　写　 会

【〉日時…２月23 日(木) 午後１時

から

[〉会場…東部老人福祉セン ター

[〉内容…｢ 月影一刀流｣ 主 演・

鶴田浩二

f〉対象…市内在住で石O歳以上の人

【〉詳細…東部老人福祉センター

登92 ―3701 番

発掘調査アルバイト募集

【〉場所…市内の遺跡

E〉人数…10人程度

【〉年齢…18歳～55歳

【〉賃金…１日5,000円

E〉説明会…２月23囗(木)午後１

時30分から婦人会館実習室で

【〉詳細…社会教育課文化財係

生涯学習市民の集い

l〉日時…２月28日(火)午後１時

～４時

E〉会場…市民劇場

E〉内容…市民の発表( 読み聞か

せ､合唱､矢切ばやしほか)､市

政映画｢ ビバお父さん｣ 、帝

国ホテル料理長・村上信夫氏

ﾊｉ゙ 演｢ 料理とわが人生｣;

込み…参加自由･(費用無料

レ詳細…生涯学習推進会議事務

局(市役所教育研究所内)

のぞみ学園

作品展示即売会

l〉日 時…2 月22 日(水)･23 日(木)、

午前９時～午後４時30 分

l〉会場…総合福祉会館１階ロビ

ー

【〉内容…陶芸、縫製、木彫作品

約300 点

l〉詳細…のぞみ学園2168 ―1241

内線38 番

｢川崎病の子供を持つ親の会｣

発会式と講演会

E〉日 時…３月５囗(日) 午後１時

～４時

【〉会場…船橋市東部公民館

r〉費用…無料

【〉講師・テーマ…千葉大学医学

部附属病院小児科・寺井勝氏

｢川崎病の冠動脈病変について｣

l〉詳細…小島S42 ―5679 番

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)51010 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43) 5111 ･ 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

野鳥講演会

【〉日時…３月４日(土) 午 後２時

～４時

【〉会場…市民会館301 号室

【〉内容…｢ 野鳥のおはなし｣

【〉講師…( 財) 日本野鳥の会会員

・叶内拓哉氏

【〉費用…無れ( 当 日会場受付け)

【〉詳細…公園緑地課小鳥を呼ぶ

係

観梅鎌倉ハイキング

E〉日 時…３月５日(日)午 前８時

松汗駅西ロデッキ電話 ホック

ス前集合( 雨 天中止)

C〉行き先…鶴ヶ岡八幡宮一頼朝

の墓一大塔宮一瑞泉寺( 観 梅)

一 杉本観音一大巧寺( お んめ

様) ―鎌倉駅表口解散

E〉費用…１人1,500 円( 松戸～

鎌倉片道運賃・拝観料・保険

料)

※昼 食は各自持参して下さい。

l〉対象…市内在住・在勤の勤労

者 と事業主

E〉定員…先着50 人

【〉詳細…松戸市職場レ クリェ ー

ション協会・上野Q63 ―4374

番( 土･ 日･休 日を除く午前10

時 ～午後４時)

救 急 医 療 体 制　　 健康 保 険証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所( 毎日)･ 午後8時～11時衛生会館内　　 登6H756 番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　啣H01 膰

◆緊急休日在宅当直医･午前勁 ～午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 容6H010 番

◆休日歯科診療所・午前9時～正午　衛生会館内　　　　065-3430 番

－
松戸手をつなぐ親の会

福祉バザー

E〉日時…３月12日(日)午前10時

～午後２時

E〉会場…市民会館料理教室

※バザーへの拠出品がありまし

たらご協力下さい。

|〉詳細…わかば園S85 ―3188番

製本講習会

E〉日 時…３月10 日(金) 午 後１時

30分 ～４時

E〉会場…市民会館301 号 室

【〉テーマ…和とし製本

【〉講師…島原安三氏

E〉定員…50 人

【〉費用…教材費500 円

【〉申込み…電話で市立図書館昔

65―5115 番へ

平成元年度４級日本語文書処理

技能検定試験

l〉試験日 …4 月１日(土)･2 囗( 囗)

r〉会場…松戸商工会議所ほか

【＞受験資格…学歴・年齢・性別

・国籍に制限はありません。

E〉費用…2,580 円

E〉申込み… ２月20 日( 月)～25 日

(土) の問に、直接、所定の巾

込書に受験料を添えて松戸商

工会議所総務課へ

※電話・郵送での申し込みはで

きません。

l〉詳細…松戸商工 会議所Q64 ―

3111 番

再 生自転車 を販売

【〉受付日時…２月23 日( 木) ・25

日(土) 、 午前 ９時～午後３時

〔25 日(土) は 午前11 時 まで〕

E〉抽選･販 売日時…2 月25 日(土)

午前11 時 から

E〉会場…生きがい福祉センター

(金 ヶ作277 ― 4 )

C〉台 数・価格…60 台･ １ 台4,000

円 ～10,000 円

l〉交通…五香駅東口から新京成

バ ス｢ 小新山行き｣ で 、新栄

町入口下車( 五 香駅午前 ９時

19分 ・48分 、10 時17 分 発があ

ります) 。 抽選日当日(25 日)

は 、五香駅東口午前10時 発の

事業団マイクロバスを運行し

ます。

※駐車場がありませんので、車

での来場はご遠慮下さい。

【〉詳細…生 きがい福祉事業団S

84 ―3191 番

東部スポーツパーク野球場

利用チームの登録受付

レ期日 …３月１日( 水)か ら

E〉会場…東部スポーツパーク

E〉登録事項…チーム名、代表者

お よびメンバーの住所･ 氏 名･

年 令・勤務先

※土･ 日･祝 日の貸し出しは、利

用が多いため抽選となります。

抽選の対象は、市内在住・在

勤の人が６割以上のチームに

限られます。

※野球場の開設期間は、４月１

日(土) ～11 月30 日(木) です。

r〉詳細…東部 スポーツパークｓ

91―0944 番

スポーツ少年団団員募集

(軟式テニス)

【〉日時…４月～11 月 の毎週 剛㈲

日、午前８時～10 時

E〉会場…①栗ヶ沢公園庭球場②

金ヶ作公園庭球場

E〉対象…市内在住・在学で４月

に小学校４年生になる児童と

小学校５・６年生( 若 干名)

E〉費用‥･１人年額、8,500 円

(ｲ呆険 料･帽 子代を含む)､ 継続

団員は7,000 円

r〉申込み… ２月26 囗( 囗)午 前10

時か ら、①は栗ヶ沢公園庭球

場②は常盤平市民センターで

受け付け

【〉詳細…軟式テニススポーツ少

年団・山岸登88 － 混50 番

野球協会総会・主将会議

l〉日 時… ２月26 日( 日)正 午から

r〉会場…市民劇場

【〉対象…平成元年参加チーム

【〉詳細…野球協会･ 高野S41

9643 番

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

おしらせ

スポーツ

もよお
しもの
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